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◆
現
在
の
「
孤
立
」
に
目
を
向
け
る

　
今
回
、
国
が
打
ち
出
し
た
地
域
共
生
社
会
の
理
念
は
「
孤
立
」
と
い
う
問

題
に
主
眼
を
お
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
孤
立
死
」
と
い
う
問
題
は
、
現
在
「
孤

立
」
し
て
い
る
方
に
将
来
的
に
お
き
る
結
果
で
あ
り
、
現
在
の
「
孤
立
」
と

い
う
問
題
に
目
を
向
け
な
い
限
り
解
決
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
人
権
を

揺
る
が
す
様
々
な
問
題
の
背
景
に
は
「
孤
立
」
と
い
う
問
題
が
常
に
あ
る
の
で
す
。

◆
分
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
国
は
、
こ
の
孤
立
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
解
決
策
を
暗
に
示
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
「
人
と
人
が
つ
な
が
る
」
こ
と
で
す
。
つ
な
が
る
こ
と
で
、
つ
な
が
っ

て
い
な
い
方
（
孤
立
し
て
い
る
方
）
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
と
言
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
方
」
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
「
支
え
手
」

「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
の
部
分
で
す
。
み
な
さ
ん
、
無
意
識
の
う

ち
に
、
「
支
え
る
人
」
と
「
支
え
ら
れ
る
人
」
に
わ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？
高
齢

者
の
方
は
支
え
ら
れ
る
人
、
支
援
が
必
要
な
人
、
助
け
て
も
ら
う
人
。
そ
れ

に
対
し
て
私
は
支
援
す
る
人
、
助
け
る
人
、
支
え
る
側
だ
と
。
こ
の
「
分
け

る
」
と
い
う
こ
と
は
「
別
々
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
「
差

別
」
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
当
然
「
孤
立
」
を
深
め
て
い

く
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
「
支
え
手
」
・
「
受
け
手
」
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、

文
字
通
り
、
お
互
い
が
支
え
合
う
関
係
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
孤
立
を
無
く
そ
う
と
す
る
取
組
は
、
人
権
を
守
っ

て
い
く
活
動
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

＝＝

孤
立
ゼ
ロ
社
会

孤
　
立

　高齢者の人権を脅かす

あらゆる問題の背景には

「孤立」がある

支
え
ら
れ
る
人

（
受
け
手
）

支
え
る
人

（
支
え
手
）

高
齢
者
の
人
権
と

地
域
共
生
社
会

地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て

孤立死

虐　待 詐　欺

　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や

「
支
え
手
」
「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て

「
支
え
手
」
「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地

域
の
多
様
な
主
体
が
「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人
と
人

人
と
人
、
人

と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る

つ
な
が
る
こ
と
で
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ

て
い
く
社
会
　
（
厚
生
労
働
省
）



　九重町では「九重町人権施策基本計画」を策定して、差別のない明るい九重町を実現する

ための事業を進めています。この施策の推進に関することを審議するのが「部落差別撤廃・

人権擁護に関する審議会」です。この会の委員のみなさんは九重町で活躍するさまざまな団

体の代表をされている方々です。

　今年度はコロナ禍の中で、学習会などによる啓発事業を例年どおりに行うことができませ

んでしたが、ケーブルテレビによる人権啓発映像の放映や人権作品コンテストなどを行うこ

とで、従来とは違った形で啓発に取り組んだ一年となりました。また、委員の皆さんには議

事の中で差別事象等対応マニュアルの内容や人権啓発パンフレットの作成について協議をし

ていただきました。

　３月９日（火）に九重町隣保館において、貸館

で利用されている（詩吟・カラオケ教室）の方々

を対象に人権学習会を開催しました。

　はじめに、九重町隣保館のことを知っていただ

くために、隣保館の概要や事業について説明を行

いました。

　隣保館の目的や、基本事業に沿った様々な活動

について写真を交え、なぜ隣保館がこのような事

業を行っているかということを知っていただくことができました。

　また、隣保館は「差別のない、だれもが明るく暮らせるまちづくりのための施設」であり、

各種教室などへの参加や生活上の相談など、誰でも気軽に活用していただける施設であるこ

とをお伝えしました。

　学習会の後半は、「つながる・広がる・人権の輪」～笑顔の花を咲かせよう～という九重

町隣保館年間テーマから話をしました。「人権ってなんだろう」「人権は誰のもの」身近にあ

る人権、人権に守られ　ながら生きている私たち。人権に関係ない人はいないし、いてはい

けない。人権にかかわる問題は、他人事ではなく、すべて自分の問題としてとらえることの

大切なことを考えることができました。また、増加する顔のみえない差別インターネット上

の差別的書き込み、戸籍などの不正取得事象を伝え、「事前登録型本人通知制度」の登録を

お願いしました。九重町隣保館を利用することにより、館内の掲示による啓発はもとより、

利用者人権学習会を通しとうして、人権・部落差別問題の解消にむけての理解と認識を高め

ていくことを皆さんと一緒に考えていきたいと思います。
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九重町部落差別撤廃・人権擁護に関する審議会開催

九重町隣保館利用者　≪人権学習会≫九重町隣保館利用者　≪人権学習会≫



　毎週土曜日の夜８時から約1時間、人権啓発映像の放映を九重ケーブ

ルテレビ内で行っています。

　月替わりでテーマが更新されますので、ぜひご覧ください。

人権ってなあに？～人権のことを知り、考えてみましょう～
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月　　日 行　事　名

3月23日（火） 歌声サロン

月　　日 行　事　名

４月５日（月） 編み物教室

４月６日（火） パワーアップ教室

４月８日（木） ハッスルシルバーズ（つばき会）

４月９日（金） 生け花教室

４月15日（木） 飯田ふれあいサロン

４月19日（月） 編み物教室

◇これからの行事◇ 【月・木は人権相談日】

ここのえケーブルテレビ人権啓発映像放送

～書籍を購入しました～～書籍を購入しました～

本のタイトル

悲しい本 わたしのせいじゃない

100万回生きたねこ オレ、カエルやめるや

きもち ごめんなさい

わすれたって、いいんだよ 特選小さな名詩集

だいじょうぶだいじょうぶ 人権ってなんだろう？

さっちゃんのまほうのて クイズウルトラ人権100問

ありがとう、フォルカーせんせい 必携　エセ同和行為にどう対応するか

うまれてきてくれてありがとう 父さんはどうしてヒトラーに投票したの？

ポケット詩集 ねずみくんのきもち

　人権啓発に関連する絵本などを18冊購入しました。家庭で、職場で読んでみませんか。

　隣保館に置いていますので、お気軽にお越しください。


